
戦略2：国土交通省のお墨付き
↓

関係者の理解や賛同を得やすく



戦略3：無料ツールや情報の充実



• 西沢ツール
– 西沢明氏開発

– 約40+自治体・事業者が利用

フリーのデータ作成ツール開発・提供・利用支援

• 見える化共通入力フォーマット
– 伊藤浩之氏開発

• 当初は三重県のプロジェクトで利用

– 約33自治体・事業者が利用



• 無償配布されているダイ
ヤ編集システム

• プロ向けシステムと同等
の機能を備え、バス事業
の運営に利用出来る

• GTFS/標準的なバス情報
フォーマット出力機能を
備える
– 42事業者がオープンデータ公

開

その筋屋

http://www.sinjidai.com/sujiya/

http://www.sinjidai.com/sujiya/


• 2015年末に記事公開

公共交通オープンデータの海外の状況を報告



• GTFSデータをオープンソー
ス（無料）のGIS上で表示

• 行政職員向けの講習会を動画
配信中
– https://www.youtube.com/watc

h?v=w2gFMyK67ws

QGIS + GTFS-Go

https://www.youtube.com/watch?v=w2gFMyK67ws
https://www.youtube.com/watch?v=w2gFMyK67ws


戦略3：無料ツールや情報の充実
↓

検索すると大量の情報が出てくる



戦略4：コミュニティの継続的な支援



• 標準的なバス情報フォーマット
（GTFS-JP）データ整備に関わる有志
によるコミュニティ
– 2017年夏頃から、国交省検討会の関係者らを

中心に自然発生的に誕生
– 普及に関わるツール開発、勉強会やイベント

開催、関係者への働きかけなどを継続的に実
施

– チャットなどによる活発な情報交換

• 参加者
– 大学研究者
– 乗換案内サービスデータ整備担当
– バス事業者向けツール開発者
– 公共交通コンサルタント
– 交通事業者職員
– 自治体職員 等 20名程度

標準的なバス情報フォーマット広め隊



• 県や運輸局が実施する勉強会に講師として登壇

• 事業者や自治体にツール導入を指南

広め隊による講演会・講習会



準備メンバー

• 西沢明（東京大学 空間情報科学研究センター 客員研
究員）※代表

• 伊藤浩之（公共交通利用促進ネットワーク）

• 伊藤昌毅（東京大学 生産技術研究所 特任講師）

• 井原雄人（早稲田大学スマート社会技術融合研究機
構）

• 太田恒平（株式会社トラフィックブレイン）

• 野津直樹（株式会社トラフィックブレイン）

• 諸星賢治（MoDip/株式会社トラフィックブレイン）

日本バス情報協会 設立！

https://www.gtfs.jp/blog/preparatory-committee/

https://www.gtfs.jp/blog/preparatory-committee/


戦略4：コミュニティの継続的な支援
↓

技術支援とともに、行政だけでは難しい継続
性を担保



戦略5：お祭りで盛り上げる



• 2018年9月25日（火） 東大生研 コンベンションホールにて
230名超の参加者
– 東京2020交通の実務と学のトップ × Google 乗換案内トップ × 国内経路検索3

社経営陣と考える東京オリンピック・パラリンピックの交通情報のあり方

– 路線バスオープンデータの最新情報

第3回交通ジオメディアサミット
〜東京2020の交通をITで支えるために〜



• 2019年3月2日（土） 東大生研 にて

• https://geomedia2020.peatix.com

公共交通オープンデータ最前線 in 
インターナショナルオープンデータデイ2019開催

https://geomedia2020.peatix.com/


戦略5：お祭りで盛り上げる
↓

苦労を分かち合いモチベーションに繋がる



展開： バス事業者が前のめりに



• お盆の日のみ走る臨時便を事
前に情報提供

• その日を設定した検索にだけ
案内される

• Google Mapsはデータを送信
してからほぼ48時間以内で更
新されるらしい

臨時便への対応



• バス乗り場の位置や名称
まで含んだ案内を実現

• 事業者が必要と思うレベ
ルの情報提供が可能

先進事例：
乗り場を含めたバス案内



• バスロケやアラートを標準フォーマットで積極公開、利便性向上へ

GTFSリアルタイムで攻めの情報発信



展開： バス以外の交通へ


